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１ 点検及び評価制度の概要 

１ 制度 

平成 18 年の教育基本法全面改正に伴い、学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律等の教育三法が改正されるなど、教育を取り巻く環境は大きく変化した。 

平成 19 年６月に改正された地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」とい

う。）においては、「教育委員会の責任体制の明確化」の一つとして、同法第 26条の規定に基づき、

平成 20 年度から教育委員会が毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検

及び評価（以下「点検･評価」という。）を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表することが義務づけられた。 

 

２ 目的 

この点検･評価は、教育行政の基本的な方針の策定等と同様に、教育委員会が管理・執行しなけ

ればならない事務として位置づけられ（地教行法第 26 条の 2）、評価の結果を議会に提出し、公

表することにより地域住民への説明責任を果たすことを目的としている。 

 

３ 対象事業 

令和４年度の点検･評価は、新城市教育委員会の令和４年度教育方針及び主要施策とした。 

 

４ 学識経験者の知見の活用 

選任した学識経験者２名から、教育委員会事務局が行った点検･評価の結果について、外部評価

を受けるという形で実施した。 

学識経験者の選定に当たっては、本市にゆかりのある方を前提としつつ、広い視点からの知見

を期して、学校教育、社会教育での教育や人材育成に携わっている識見の高い方の知見の活用を

考慮した。 

 

学識経験者 

氏     名 職   歴   等 

夏 目 道 弘 元教育部長 

夏 目 真 治 元公立学校長 

 

 

２ 教育委員会 

１ 教育委員会制度 

教育委員会制度は、首長から独立した合議制の教育委員会が決定する教育行政に関する基本的

方針のもと、教育長及び事務局が広範かつ専門的な具体の教育行政事務を執行する行政機関とし

てすべての都道府県及び市町村等に設置されている行政委員会である。 

平成 27 年４月１日より地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正が施行され、教育

委員会制度が大きく変わり、本市においても平成 28 年４月からこの新教育委員会制度へ移行した。

こうした教育行政の転換をふまえ、今後、市長や教育長が代わっても、本市の教育の「中立性・

継続性・安定性」が担保されるよう、「新城教育憲章」を制定し平成 27 年９月に発布している。 
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６ 学識経験者の意見 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第 2 項の規定に基づき、点検・評価を

行うにあたり、学識経験者から意見聴取しました。 

 

 

 

 

【夏目 道弘 氏】 

 

初めに、この意見書は、令和４年３月に発表された次年度教育方針説明に基づいて執行さ

れた令和４年度教育行政の決算、実績を踏まえて、令和５年の夏に書いています。このおよ

そ１年半、決算後から約半年の時間の経過はわれわれの社会環境、新城教育を取り巻く状況

を大きく変化させてきております。この環境変化の経験を踏まえた視点でこの意見書を書い

ていることをご理解ください。 

 

１．学校教育 

（１）新城版「共育授業」の構築 

開かれた学校を目指して共育運動会や共育学習発表会など様々な学校行事が学校、家庭、

地域をつなげた活動として行われてきました。ここ数年はコロナ禍での活動制限にもかかわ

らず、様々な見直し、工夫により新城教育を推進されていると思われます。今後は、子供に

とって魅力ある活動となることはもとより、地域、家庭にとってもメリットのある活動とし、

互いにＷＩＮ－ＷＩＮの関係の構築を考えていくとますます良いものになると思われます。 

また、北宋の人欧陽脩が唱えた、多く本を読み、多く文章を書き、多く工夫・推敲（議論）

する「三多活動」は、子供たちの考える力を養う活動として大変効果があると思います。思

考力をつけることは一長一短にはできません。日頃の地道な努力が必要であります。そのた

めの活動として、学校図書の充実、新城図書館との連携を図り、日々の「三多活動」をぜひ

推進していただきたい。 

（２）新城版「ＧＩＧＡスクール」の実現 

ＩＣＴ教育は、「ＧＩＧＡスクール構想」の推進により一人１台端末の整備が完了しその活

用が始まっています。新しいシステムの導入による先生方の習得研修がスムーズに行われて

いることに敬意を表します。コンピュータはその活用次第で大きな力となるでしょう。特に

最近注目されている生成ＡＩについては、教育現場での活用に関して諸刃の剣ともなりうる

可能性があります。例えば、夏休みの宿題の読書感想文などは実際に本を読まなくてもＡＩ

が感想文を作成してくれるといわれています。このような使い方は本人にとって害にこそな

れ一つも得にはなりません。コンピュータは大人よりも子どもたちの方がその操作を早く習

得しますので、教育現場もその対応を早急に行う必要があります。新城教育ではどのように

考えてみえるでしょうか。ＡＩは人間の、教育を含む社会活動をより有益に営むための道具

です。その道具を上手に使いこなすことのできる力の養成が肝要です。早速の対応をお願い

します。 
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（３）英語教育の充実 

昨今の国際化、ボーダレス化の世の中にあって外国人との意思疎通能力は大変重要になっ

てきています。そういった時代の変化に対応すべく、小学校からの英語教育が教科化された

ことは大変好ましいことだと思います。しかし、従前の日本の英語教育は中学校３年間、高

校３年間、大学２年間の計８年間という長い時間をかけて行われてきましたが、多くの日本

人は外国人との英会話を苦手としているように感じます。このようなことでは国際化への対

応は程遠いものとなります。そうならないために、小学校における英語の授業が子どもたち

にとって楽しく学べるものにしていく必要があります。英語担当の先生方の教科指導の工夫

を大いに期待します。 

英語教育とは少し話が逸れますが、何年か前のニューキャッスル・アライアンスで、若者た

ちの討論会が行われた際に、他国の若者は自国のＰＲを盛んに行っていましたが、日本の若

者たちは、自国である日本の良さをはじめとしたＰＲがあまりできなかったという反省を聞

きました。また、外国語の通訳業務は単に外国語を日本語に変換することではなく、その国

の文化を伝えることだと、ある通訳者から聞いたことがあります。これは、日本の文化と外

国の文化の両方を習得していないとできないことです。この新たな英語教育が、日本人とし

て自国のことを真剣に考える機会となり、日本人としてのアイデンティティの醸成の一助に

なり得るものと考えられます。 

また、本市における外国人の増加に伴う日本語指導が必要な子どもたちへの対応についても、

国際交流協会等と連携して進めていっていただきたい。 

以上のような取組みが、ニューキャッスル・アライアンスをはじめとした本市の国際交流に

多大な効果をもたらすとともに、子供たちの世界への羽ばたきへとつながっていったら素晴

らしいと思います。 

（４）道徳的実践力の醸成 

最近は毎日の如く若者が関与している事件のニュースが流れています。人間としての在り

方が非常に不安定になってきているように感じます。これは道徳観、公共意識の希薄化・欠

如が考えられます。そうした意味で道徳教育の必要性を強く感じます。嘗てハーバード大学

のマイケル・サンデル教授の白熱教室が注目され「正義とは何か」が議論されました。これ

は正解が必ずしも一つではなく、自分で考え議論することの重要性を教えてくれました。先

の新城版「共育授業」における「三多活動」そのものであり、子供たちの考える力の醸成が

社会道徳意識の向上に大きく寄与する可能性を秘めています。数多くある教育課程の中で、

道徳教育は受験等に直接関係しないために疎かになる傾向があると思われますが、生きてい

くための力・基礎学力をつける基となる「考える力」を養うための最たる課程であることを

念頭において子どもたちへの道徳教育にあたっていただくことを望みます。 

（５）部活動・生涯スポーツの地域化 

部活動については、児童生徒数の減少による団体競技の制限、指導教員の不足、教師の多

忙化等々の諸問題を抱え、従前の運営が困難になってきて久しい。対応策も長年検討が続け

られてきていますが、ようやく学校単位での部活動から市全体での部活動という新しい発想

で動きだそうとしていることは評価できます。 

正規の教育課程ではない部活動が今まで盛んに行われてきたのは、部活動の経験が子供た

ちの人生にとって非常に大きなウェイトを占めており（就職活動での面接試験において自分
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を PR する材料の筆頭に上がっている。）、子供たちのアイデンティティの醸成に大きく寄与

してきたことは疑いがないでしょう。しかし、社会が変化し、従前の取組みができなくなっ

てきている以上は何らかの変更を考えなければなりません。この問題の至上命題は子供にと

ってベストな取り組みとは何であるかであります。現状況下での子どもファーストを根底に

おいて検討していただくことを望みます。 

（６）不登校への取組 

本市の不登校児童生徒数・出現率は年々増加傾向にあり、愛知県平均、全国平均と比較し

て非常に高い水準となっています。市教育委員会の分析では、新型コロナウィルスの感染拡

大による諸行事の制限など従前の生活環境の変化とそれに伴う不安によるストレスが原因と

捉えており、友達や先生、家族との関係の悩みやゲーム、ネット依存による昼夜逆転の生活

を送ることによる生活リズムの乱れが、登校を渋る原因と考えているようです。しかし、こ

れらの原因は全国どこでも同じ状況であり新城市特有のものではありません。そうすると、

本市特有の原因が何かあるのか、もしくは、不登校への対応に何か不足しているものがあり

はしないかと疑ってみることが必要であります。 

一般論では、これらの原因を見てみると、他人との直接的な交流の場面が減少してきてお

り、個人が抱える様々な悩み、問題を相談する機会が失われ、自分で解決しなければならな

い環境に置かれていることが考えられます。人間は一人では生きていけない動物で、常に他

人と関連する社会の中で生きているものであります。それが阻害される状況が発生した場合

（今回の新型コロナウィルスの感染拡大防止対策がそれに当たります。）、その阻害除去対策

だけでは不十分であり、子どもたちの生活環境の変化へのケアが必要であったとみることが

できます。その具体的な方策が本市では見えてきていないので、早急に対応策を検討してい

ただきたい。 

また、不登校児童・生徒の復帰（復学）の状況はどのようでしょうか。総数や出現率等の

データはマクロの視点のものですが、個々の不登校児童・生徒の経過をしっかり捉えておく

ことが一番大切なことでありますので、その傾向を示すように考えていただくとよろしいか

と思います。 

（７）諸教育、諸課題への対応 

時代の変化は教育を取り巻く新たな課題を発生させ、通常の教科の枠を超えた取組みが求

められています。情報モラル教育、環境教育、主権者教育、防災教育、発達障害対応等々様々

な課題が山積しています。これらを学校だけですべて担うのではなく、関係機関の支援を得

て対応していくことも共育活動であると思います。 

また、市内の全学校で３５人学級が実現できたことは大変喜ばしいことです。今後もこの

体制を維持できるよう望みます。 

（８）教育関連施設 

来年９月からの運用開始を予定している学校給食共同調理場については、市議会での議論

の混乱はあるものの、予定どおり進捗しているものと思われます。賛否両論の様々な議論を

経て建設する施設でありますので、その運用については遺漏のないようにお願いします。 

また、給食費の公金化については、未納問題が表面化してきますのでその対応をしっかり

検討しておくとよろしいかと思います。 
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２．生涯共育 

（１）生涯学習 

本市の生涯学習活動は、「共育推進計画」に基づいて行われます。従前の生涯学習活動（公

民館活動）は、趣味・嗜好の多様化、価値観の変化等により衰退の一途をたどってきました。

地域住民を一堂に集めてという従来型の活動は時代遅れといわざるを得ない時代となってき

ています。市民がそれぞれ自分の好きなことを行うことができる環境を整え、同好の士のみ

の集まりや活動といった小さな形態も共育活動として認めていくような捉え方が必要となる

でしょう。行政は、そのような場の情報を収集し市民に提供する取組みが求められます。ま

た、この計画では、学校を中心とした活動を共育活動と位置付けていますが、学校を介さな

い活動においても大変興味深いものが見受けられることから、そちらの支援も検討されたい

（このような活動が数年の補助期間が終了したことにより衰退していくケースも見受けられ

ます。生涯学習活動補助金が交付金化されてきているので、同様の取扱いができないか。）。 

また、本市の成人式は、成年年齢が１８歳に引き下げられましたが、従来の二十歳での開

催とすることにしています。しかし、名称を成人式ではなく別の名称に変更する予定であっ

たはずであります。新しい時代にふさわしい名称を検討していただきたい。 

（２）文化活動 

文化事業については、コロナ禍の活動制限により縮小を余儀なくされてきましたが、次年

度以降はその制限が緩和され再開が可能となりましょう。しかし、この数年のブランクによ

り市民の受け止め方がコロナ禍前に戻る保証はありません。今後はただ単に従来の形を継続

させるのではなく、新たな市民感覚を注意深く見守り、適切な事業継承を検討していく必要

を感じます。 

また、智の殿堂である図書館については、先の学校教育施策の「三多活動」における図書

館との連携の大切さを謳っていることや本市の文化バロメーターであることを十分に認識し、

蔵書の拡充、本市ならではの図書館運営を模索していっていただくことを望みます。 

（３）スポーツ 

スポーツイベントについても文化事業と同様にコロナ禍の影響が出ており、このブランク

の影響を考える必要があります。また、学校部活動との関連もあり、「スポーツ振興計画」に

基づいて適切に対応していただきたい。 

（４）文化財 

「新城の三宝」である自然・人・歴史文化は、本市の大切な財産であり、とくに戦国時代

の歴史資料は本市の情報発信の大きなアイテムであります。新東名が開通し多方面からの流

入が期待されるときに、設楽原歴史資料館、長篠城址史跡保存館は本市のランドマークとな

り得ます。とくにＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」の放映により多くの関心が向けられて

います。そのための受け皿を充実させ、番組放映期間中だけの一過性の人気で終わらせてし

まうのではなく、観光課や観光協会等の関係諸機関との綿密な連携で取り組みＰＲしていっ

ていただきたいと思います。 

 

３．終わりに 

コロナ禍は、われわれに様々な認識の変更を迫っております。従来のできて当たり前のこ

とができなくなり常識を変えざるを得ない状況が発生しております。しかし、世の中は生き
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ており時代は流れていきます。その中に生きている人間は留まることを許されません。目前

にぶら下がった困難な課題にみんなで必死になって対応していくことが求められています。

このコロナ禍もいつかは収束でしょう。その時のために今の頑張りが必要であります。学校

教育は学校だけで担うのではなく、生涯共育との融合を図り、学校、家庭、地域がよく連携

してこの難局を乗り越え、この少子化の時代に、未来を担う子どもたちが一人も欠けること

なく、社会に適応し活躍できるようになることを切に願っています。 
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【夏目 真治 氏】 

 

１.学校教育 

（１）新城版「共育授業」の構築 

 ５月８日に新型コロナウイルス感染症は５類感染症となり、コロナ禍での生活のスタイル

が緩和され、以前のように人と人との交流がしやすくなってきました。こうした流れを受け、

市内の各小中学校において、地域のふるさと先生による授業、校外学習における見学や体験

等が、行われるようになってきたことは、よいことだと思います。コロナ禍での生活が、人

と人との直接的なふれあいの大切さを認識させてくれました。子どもたちの成長にとって、

どのようなふれあいの場を教育活動に位置づけていくことがよいのかを、考えてほしいもの

です。 

 学校現場では、やらなくてはならないことがたくさんあります。共育授業の構築が、目標

ではありません。あくまでも共育授業は、目的を達成させるための１つの手段です。教育活

動の中に、バランスよく取り入れていくことが大切だと考えます。 

（２）新城版「ＧＩＧＡスクール」の実現 

 ＧＩＧＡスクール構想のもと、市内の各小中学校で端末の活用が進み、子どもたちの学習

ツールとしての意味づけがより確かなものとなってきました。多くの教員のＩＣＴ活用への

問題意識や活用能力の高まりが見られるようになったことは、すばらしいことです。今後も

引き続きＩＣＴ教育コーディネーターを中心とした校内研修やＯＪＴを大切にしていき、ス

キルアップを図っていってほしいものです。その成果が子どもたちに還元されると信じてい

ます。 

 また、端末を活用したオンライン学習を行うことで、不登校児童生徒の学びの場を保証す

ることができたことにも大きな意味があります。他にも、インターネットを使った追究・ド

リル学習・オンラインを活用した交流活動など、端末の活用は今後さらに広がっていくもの

と思われます。生成ＡＩの活用も進んでいくことでしょう。この分野の変化のスピードは大

変速く、今後も想定内あるいは想定外の新たな問題が、出てくることと思われます。しっか

り情報収集をし、未然防止や迅速な事後対応などを、常に意識していきたいものです。 

（３）英語教育の充実 

 新城市の小学校では、小学校高学年の英語や中学年の外国語活動において英語専科教員が

教えています。このことは、他地区と比べそれだけ英語に力を入れている証ともとれます。

この体制を支えていくには、新城市教育委員会の人的配慮や校長の学校経営のあり方がポイ

ントになります。今後もこの体制を維持していけるのかどうか、担当の専科教員や校長や他

の教員の声などを参考にして、よりよい対応をしてくれることを期待します。また、英語専

科教員に教えてもらえることで、英語を学ぶことが楽しいと感じてくれる子どもが増えてく

れることを願っています。 

（４）道徳的実践力の醸成 

 社会の変化が大きいがゆえに、社会を構成する人の有りようやそれを支える心の教育は大

切です。心の教育の一翼を担う道徳に力を入れ、道徳的実践力を高めていくことの意義はよ

り大きなものとなります。市内の各小中学校では、子どもの発達段階を考慮し、単発的な授

業ではなく、学期などのある期間を見通した授業が行われている点は、道徳教育の推進に寄
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与するものです。これからも、学校・家庭・地域のつながりを大切にした教育活動をとおし

て、子どもたちの道徳的実践力をさらに高めていってくれることを期待します。 

（５）部活動・生涯スポーツの地域化 

 教員の多忙化の原因の１つになっている部活動の地域化は、待ったなしの課題です。文部

科学省が示した休日の部活動から段階的に地域に移行する改革推進期間を受け、新城市でも

具体的な検討が図られてきました。「土曜日のみの合同練習期間」「シスタースクール制」「新

城クラブ」と段階的に部活動のあり方を変えていこうとしている点は、今後の見通しがはっ

きりしてよいことだと思います。 

 子どもの数の減少、子どもがやりたいスポーツや文化芸術の種類、広い地域における移動

手段、教員にかわる指導者など、「新城クラブ」にいきつくまでにクリアしなくてはならない

課題は多くあります。今後も検討と実施を同時並行で進め、よりよいものにしていってほし

いと考えます。 

（６）不登校への取組 

 不登校児童生徒への支援は、必要不可欠なものです。それは子どもだけの支援にとどまら

ず、保護者にとっても同様です。市内の各小中学校では、子どもの様子をよくとらえ、小さ

な変化も見逃さず、必要に応じて関係機関と連携することで、新たな不登校児童生徒を生み

出さない努力をしています。不登校になってしまった子どもの受け皿として、「あすなろ教室」

が設置されています。「あすなろ教室」では、一人一人の子どもによりそったきめ細かい対応

がなされています。その成果として、「自宅に引きこもることなく、あすなろ教室と学校を併

用する子どもが増えた」「あすなろ教室や学校の教員と相談をすることをとおして、保護者の

不安が軽減された」などがありました。「あすなろ教室」と学校や関係機関の連携が、いっそ

う強化されていくことを期待します。 

 「あすなろ教室」を移転せざるをえないという状況において、交通の利便性を考えた候補

地が検討されています。現状のよさ（安心して生活できる部屋の複数配置、運動することが

できる場所、活動の多様化に対応できる場所、人目につかないことへの配慮）などを引き継

いでいける候補地であってほしいものです。 

（７）諸教育、諸課題への対応 

 学校だけで様々な課題を解決していくのは、難しいことだと思います。基本的には、学校

と教育委員会・家庭・地域・関係機関などが問題意識を共有し、よりよい対応ができるよう

に、同じ方向を向いて取り組んでいってほしいものです。 

 諸課題の１つに、「教職員の働き方改革」があります。教職員の働く時間への意識を高める

ことも大事ですが、それだけでは限界があります。ハード面、例えば学校の留守番電の設置

状況はどうでしょうか。市として、各小中学校としてやるべきことは、「あれもこれも」では

なく「あれかこれか」という見方でどのくらい精選が進んでいるでしょうか。具体的な取り

組みを確実に行っていただきたいと考えます。 

 ここで、主要施策事業実績を見て、思ったことをできるだけ端的に述べさせていただきま

す。 

〇学校情報システム管理事業 

   市町村立学校ネットワーク端末の光回線への切替工事を行った。長年の懸案が解決さ

れた。学校事務職員の仕事の効率化に大きく寄与し、働き方改革にもつながる。 
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〇水銀温度計等廃棄 

   水銀温度計などに含有されている強い毒性のある水銀を、学校から取り除くことがで

きたことはよかった。同様に、学校では理科実験で使用した薬品の処理が必要である。

計画的に市教委が処理を委託していただいていればありがたい。 

〇学校プール運営事業 

   プール施設等の老朽化にともない、水泳指導業務委託がなされた。費用対効果を考え

ると、市内の各小中学校において、この方式を進めていくことが望ましい。 

〇副読本購入事業 

   教科用図書以外にも、副読本などの有用なものを公費負担で購入していることは、子

どもの学習に役立つだけでなく、保護者にとっても負担軽減につながっている。 

〇外国人児童生徒教育推進事業 

   外国籍児童生徒の増加に対応するための日本語初期指導教室は、対象となる子どもに

とっても保護者にとっても不安軽減になる。この支援体制の充実を図りたい。 

〇研究研修事業 

   研究テーマをもとに、学校の教師集団が取り組むことで教師力向上が期待できる。そ

れが教育活動の充実、しいては子どもの成長につながる。 

〇少人数学級編成推進事業 

   市内の小中学校を対象に３５人学級が実現でき、教育効果を高めることができた。必

要に応じて今後３０人学級、２５人学級も視野に入れていきたい。 

〇新城ハートフルスタッフ活用事業 

   サポートの充実が図られ、支援を必要とする子どもたちの教育に大きく寄与している。 

〇不登校対策事業 

   子どもサポート相談員が、家庭訪問・学校訪問・電話相談をはじめ関係機関と連携し、

子どもの実態に即した対応を、積極的にしている点がすばらしい。今後は、新城市とし

て中学校卒業後の子どもへの支援のあり方を充実していきたい。 

（８）教育関連施設 

 共同調理場の「学校給食調理等業務委託」契約が締結され、共同調理場の運用開始に向け

た準備が着実に進んでいることは、よいことです。施設の老朽化、給食物資の安定供給、調

理員の確保、給食費の公金化など様々な問題の解決が図られ、子どもたちに安全安心な給食

が提供されるためにも、遅滞なき進捗をお願いします。 

 小中学校のトイレ洋式化の計画のもと、確実に実施していくとともに、職員トイレの洋式

化未対応のところも、改善していく必要があります。 

 また、学校施設の長寿命化をしていくにあたり、計画的なメンテナンス（例えば、体育館

のワックスがけなど）を必要とするところを洗い出し、それに係るメンテナンス計画の作成

と着実な実施をしていってほしいものです。 

２.生涯共育 

（１）生涯学習 

 人は生涯にわたって学び続けていく必要があります。それは、社会の変化に対応するため

に必要不可欠なことです。人が人生を豊かに過ごしていくためにも、学び方にはいろいろな

方法があることを知り、どの方法が自分にいちばんあった方法なのか、人の力を借りたり、
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自分なりに試してみたりして経験値を積んでいくことが大切です。 

新城市では成人式は従来どおり２０歳としました。そこには大人としての自覚をもつだけ

でなく、地域活動への参加、地域貢献への思いが高まるような内容を考えているとのことで

す。その思いを大切にして、ぜひ今までとは違った成人式を行ってもらいたいと思います。 

生涯学習ということで、個人や社会のニーズをとらえ、学びの機会を提供するために特別

な講座や教室を開催していくことは、大切なことです。改装した文化会館や設楽原歴史資料

館、長篠城址史跡保存館、鳳来寺山自然博物館、鬼久保ふれあい広場などを有効活用し、学

びのフィールドと機会を広げていってください。 

（２）文化活動 

 文化活動は、芸能・美術・茶道・俳句など多岐な分野にわたっています。それぞれの分野

に関心をもった市民の皆さんでつくる市民団体の文化活動を支援していくことに大きな意味

があります。生涯学習のひとつの姿でもあります。支援のあり方については、実態や内容を

よくとらえ、具体的かつ必要とするきめ細かな支援を、心がけていってほしいものです。 

 図書館利用については、図書の充実をはじめ、数多くの情報発信をしていることがよいこ

とだと思います。他市の図書館経営も参考にして、市民にとってなくてはならない図書館に

してください。 

（３）スポーツ 

 コロナ禍の中で、様々なイベントが余儀なく中止や縮小されてきました。担当の方々の苦

悩が伺えます。今後は、いろいろな点に留意しながら、各種事業が再開されていくものと思

われます。市民のスポーツ参加の機会の充実と健康の保持増進並びに市民スポーツの振興と

なるよう取り組んでいってほしいものです。 

 新城クラブの創設にあたっては、市の体育協会の協力なしでは前進はありません。連携を

密にしていってほしいと思います。 

（４）文化財 

 新城の豊かな自然や歴史文化は、まさに文化財そのものです。それらの話題性や流行など

を生かして、事業展開がなされています。「設楽原検定」「野田城の戦い４５０年」「初めての

日本刀」展はじめ、「家康紀行」「徳川家康としんしろ」展の開催などは、まさにタイムリー

なものです。設楽原歴史資料館や長篠城址史跡保存館の入場者数や各企画展への参加者の増

加からも、その見通しの確かさがわかります。今後、このようなイベント的な企画や、掘り

起こしの企画をバランスよく計画し、文化財のいっそうの価値づけと、新城市に関わる情報

発信に寄与してほしいと考えます。 

３.これからへの期待 

 かつて４０年ほど前、「現代社会は変化の激しい時代である。それに対応できる子どもたち

を育てていかなくてはならない」と言われたことがあります。「確かにそのとおりだ」と思っ

た自分がいました。振り返ってみますと、これまでずっと変化の激しい時代が続いてきたよ

うに思います。つまり、社会の変化の激しさというのは、人や社会が成長していくための必

要条件ともいえます。コロナ禍においては、本当に必要なものとそうでないものが見えてき

ました。何気なくやってきたことを見直すきっかけとなりました。また、社会の流れの中に

は、不易と流行があります。こういった視点を大切にして、よりよい社会を創っていく必要

があります。 
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新城市の教育においても、現状をしっかりとらえ、中期的な教育振興基本計画を策定し、

具体的な施策を実施していただきたいと思います。 新城の子どもたちの輝く未来のために。 
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